
同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）のことに
くわしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、お城好きで有名な人気落語家・
春風亭昇太さんの米子城跡プチ登城記です。
かるちゃん：君たちは、落語家・春風亭昇太さんを知ってるかな。
ジローくん：知ってるよ。落語家としてはもちろんだけど、バラエティ

番組やテレビドラマなどでもよく見かけるよね。
ミナちゃん：私もファンよ。５月の米子市公会堂での独演会は、すぐに

チケットが完売になり、行けなくて残念だったわ。
かるちゃん：おお、よく知ってるね。そしてもう一つ。昇太さんは、芸

能界きってのお城好きとしても有名だね。全国各地の仕事
先で、必ずと言っていいくらい「城攻め」をされるらしい。
なので今回も、米子入りするや否や米子城に直行！ぼくと
学芸員のハマノさんでご案内したというわけさ。

ジローくん：かるちゃん先生、今さりげなく自慢したね。いいなぁー。
かるちゃん：バレたか。基本的に中世の土塁の城が好きという昇太さん

のマニア度の高さはすごいし、米子でもおなじみの中井均
先生などとも親交が深いので知識もハンパじゃない。今回
は特に、旬な話題である登り石垣（「教えて！米子城」第
21回、22回を参照）に注目しておられたね。

ミナちゃん：独演会の前説の部分で、米子城から下りて来たまんまの姿
で米子城の素晴らしさを熱っぽく語られたって聞いたわ。
さらに、ご自身のブログ「ザブトン海峡・航海記」でも米
子城をご紹介いただいているのよ。うれしいわね。

かるちゃん：そうだね。36年前、学生の頃に来られた時と比べると現
在の米子城は見違えるように整備、環境美化が行き届いて
いて、登り石垣をはじめ、主郭部の堂々たる石垣遺構や天
守からの眺望などが素晴らしいと高い評価をいただいた。
そのうえで、樹木管理などの整備をさらに進めていけば、
まだまだ人気の出る要素がたくさんあるというご意見もい
ただいた。お話を伺っていて、心底お城が好きなんだって
いうのがすごく伝わってきたよ。

ジローくん：だからこそ、自ら執筆された「城あるきのススメ」という
本もわかりやすいと好評だし、全国各地のお城イベントな
どでも引っ張りだこなんだろうね。

かるちゃん：我々も、昇太さんの言葉を心に刻んで、さらに市民の誇り
となり、皆さんに愛される米子城跡をめざして活用や整備
を考えていかないといけないね。

お城好き昇太さんの来訪で、心なしか米子城跡もうれしそう。次回もおたのしみに！
（米子市教育委員会　文化課）　


